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第３章　事　業　の　概　要

１　常 設 展 示

○　展示基本設計

　展示基本設計作成は、教育庁文化課遺跡班
を担当部署として、平成９年度に日精㈱に委
託して行った。
　平成８年度に作成した『福島県文化財セン
ター白河館（仮称）基本計画』の「文化財セ
ンター整備の基本理念」を受けて、展示にお
ける基本理念は以下のものとした。
〈展示の基本理念〉
　福島県文化財センター白河館（仮称）の展
示は、埋蔵文化財を中心として地域に芽生え
た文化の歴史的過程を踏まえ、現代と文化財
の関係を見つめることにより、個性豊かな地
域の歴史・文化を総合的に理解し、地域への
誇りと愛着を醸成するものとする。
〈展示の種別〉
　展示の種別は、以下の３種類とした。
　　・常設展示
　　・企画展示
　　・野外展示
〈展示の特色〉
　これらの展示の特色としては以下の５点を
挙げている。
①　テーマ展示による親しみやすい展示
　　従来の時代区分による展示構成ではな
く、展示ストーリーに各々のオリジナルな
テーマを選定することにより、各展示内容
を観覧者に総括的にイメージさせるととも
に、全体の展示を体系的に理解し易くする
親しみやすいテーマ展示方式とする。

②　「モノ」自身が語る展示
　　本館展示の最大の特色は豊富に所蔵され
ている実物資料にある。二次情報を新たに
加えることをせず、露出展示を原則とした
一次情報としての実物資料と観覧者が対面
し、「モノ」の持つ大きさ・文様・質感等の
特性を感じとることが出来る展示とする。

③　タイムリーに可変するフレキシブルな展示
　　展示の固定化は館活動のイメージダウン
につながるとともに、来館の再来性をさま
たげる要因でもある。調査・研究の成果は
日々更新されるものであり、その最新情報
を展示に活用するため情報端末を含め展示
更新が常に可能であるフレキシブルな展示
とする。

④　多段階・多国籍に対応した先端解説シス
テム

　　従来のグラフィックや解説文を主体とし
た一方的な情報提供ではなく、観覧者のニ
ーズにきめ細かく対応できる情報映像機器
による解説システムとする。個別資料を各
人の発達段階や国際化に対応した外国語で
も検索できる情報端末を配置し、他に類例
のない新しい展示解説とする。

⑤　映像や体験展示により実感できる展示
　　各テーマ毎にそのテーマの概要や生活の
様子などを積極的に取り組み、リアリティ
に溢れた実感できる展示とする。さらに木
棺等を観覧者自らが参加体験により作り上
げる体験展示や小休止としてのアミューズ
メントな映像ゲームなど実感できる展示と
する。

〈常設展示〉
　常設展示室で行う恒常的な展示で、文化財
をわかり易い形で体系的に公開し、県民の文
化財に対する関心と理解を高め文化財保護の
充実を図ることを目的とする。
　常設展の基本方針として以下の項目を挙げ
ている。
①　文化財に対する興味と理解を高める展示
②　埋蔵文化財を中心とした展示
③　「モノ」自身に語らせる展示
④　最新の成果を反映できるフレキシブルな
展示

⑤　分かりやすい解説の展示
⑥　新しい技術の活用
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　展示基本設計常設展示室平面図
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　展示基本設計の各コーナー内容
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１　常 設 展 示

　展示基本設計常設展示室鳥瞰図

　展示基本設計プロムナードギャラリー「遺物タワー」
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⑦　県内全体と地域性を配慮した展示
⑧　研修、野外体験学習との関連を持った展示
⑨　生涯学習・学校教育との関連を考慮した
展示

　常設展のテーマと演出方針は第１表の通り
である。
〈企画展示〉
　原則的に企画展示室において行う期間を定
めた展示で、文化財の調査速報展、話題性及
び学術性の高いテーマに関する展示等を行
い、新しい情報を具体的な形で提供する。
　基本方針として、調査速報展・テーマ展な
ど年間を通して複数回の展示を行うこと、
テーマの選定に当たっては地域歴史性・国際
交流の視点も重視すること、テーマ・内容は他
施設との重複を極力避けることを挙げている｡
〈野外展示〉
　代表的な遺構について移設・復元を行い、
野外に展示し、歴史的景観を復元して文化財
の理解に役立てるとともに、体験学習・研修
の教材としても用いる。
　基本方針としては、発掘調査で検出された
遺構を歴史的植生・景観も考慮して移設・復
元すること、遺構は生活、生産、信仰、軍
事、政治等各分野にわたるものとする、野外
体験・研修の実践使用を考えた配置とするの
３点を挙げている。
　野外展示の基本設計は、建築との調整が必
要なことから建築基本設計の中で示され、以
下の野外施設の製作が予定された。
　①　縄文時代の竪穴住居
　②　縄文の森
　③　円墳
　④　製鉄炉
　⑤　水田
　⑥　古代の竪穴住居
　⑦　古代の掘立柱倉庫
　⑧　城館跡
　⑨　実習場
　⑩　体験準備棟

○　展示基本設計の問題点

　平成10年度からは県文化課遺跡班内に文化
財センター整備担当専門職員が３名配置さ
れ、展示実施設計に入ることとなったが、基
本設計の問題点の抽出を最初の作業とした。
　総論的に、
①　白河館の教育普及事業の特徴として「体
験型」を挙げているがその点が展示に反映
されていない。

②　「わかりやすい展示」を目指しているが、
対象年齢が明確でなく具体的設定が必要。

③　最先端の映像・解説・コンピューター機
器を導入して展示構成されているがこの点
に経費がかかりすぎている。

の３点を挙げ、具体的には実施設計に当たっ
て以下の点を重点的に変更することとした。
・動線は展示室の狭さを鑑み強制動線にする｡
・展示の対象年齢層は小学５・６年生とす
る。この年齢層が理解できる展示なら、極
めて多くの年齢層が理解可能と考えられる
からである。

・視線計画も小学生に合わせて低く設定する｡
・「モノ」自身が語る展示を標榜し二次資料に
極力頼らない方針であるが、子供達が一次
資料から情報を引き出して行くには限界が
ある。復元品などの有効な二次資料を活用
する必要がある。

・コーナー毎のパソコンを活用したテーマBOX
は経費の関係から削除する。また複数言語
による解説システムも経費の関係から日本
語のみとする。

・ヴァーチャルな展示機器関係は極力削減
し、五感に訴える体験型・人間回帰型展示
とする。

・色彩計画は木調ながら明るい雰囲気とする｡
・プロムナードギャラリーの「遺物タワー」
は資料を下から見上げる不適切なものであ
ることから全面的に見直す。

・導入トンネル展示はヴァーチャル画像の土
器が喋るという効が薄い割に莫大な経費が
かかるものなので全面的に見直す。
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・「土器の祭典」は一般観覧者にとって最も興
味の湧かない土器の羅列であるため、全面
的に見直す。

○　展示実施設計・施工（常設展示）

　展示実施設計は平成10年度に日精㈱へ委託
した。野外展示は別途発注とした。
　平成11年度は実施設計の内部検討を行い、
平成12年度から13年度の継続事業として展示
施工を行った。施工は㈱乃村工藝社に委託し
た。
　以下、実施設計と施工は区別せずに展示の
内容を紹介していく。
　実施設計を行うに当たっては、前項の基本
設計の問題点を中心に協議を重ね、大幅に変
更を加えながら、コーナー設定を行った。
　まず、プロムナードギャラリーの象徴展示
は縄文中期土器を展示することとし、資料を
照明演出で印象づけることとした。また、壁
面には遺跡地図と文化財案内を設置すること
とした。
　常設展示室は強制動線とし、10のコーナー
を設けた。当初、什器類は全て可動式にして
撤去可能に設計していたが、施工時点で前半
部に当たる「めぐみの森」と「暮らしのうつ
りかわり」部分は造り込みにしてしまった。
後半部についてはケース、ステージのみで展
示構成しており全て可動式である。壁面はシ
ステム壁で資料の脱着を容易にしている。
　基本設計ではヴァーチャル画像や多数のコ
ンピュータ展示機器の導入を検討したが、最
終的に解説システムの一部、クイズシステ
ム、映像システム、遺跡検索地図などに絞り
込んで導入することにした。
　展示資料は収蔵している実物中心ではある
ものの、出土品は遺存度が低いのが常である。
そのため道具類はなるべく復元資料と対比し
て観ることが出来るよう実物と復元資料を併
置する手法を採った。「実物復元品並列展示」
と称している。復元品の製作に当たっては施
工業者に依存した場合、十分な考証を行うこ
とが出来ないマイナス面があるため、主なも

のは切り割いて別途発注することとした。
　巨大な収蔵庫を一部でも覗き見ることが出
来ないかという点を検討した結果、建築側と
も協議して特別展示室と特別収蔵庫の間のス
ペースを通路に替え、収蔵庫を覗き見るコー
ナーを新設した。
　なお、コーナータイトルや解説文に「福島」
「ふくしま」の両表記を用いているが、行政
的に福島県の範囲を示す場合には「福島」、地
理的に福島県が位置する範囲やその周辺の地
域を示す場合には「ふくしま」を用いた。
　以下個別のコーナーについて紹介する。

(１) プロムナードギャラリー

a　「象徴展示」

　基本設計の「遺物タワー」を全面的に見直
す必要があり、尚且つ予算的に極めて厳しい
制限が加えられた。一方、観覧者がくつろげ
る空間であり印象的な展示にしなければなら
ないという条件もあり、かなり苦労があった｡
　最終的にオーソドックスなケース内展示３
点と露出展示１点に落ち着いたものの、収蔵
品中の優品をより間近で観察できるよう配慮
し、ケースの周りにはテーブルを配してメモ
やスケッチ、飲食も自由にできる空間とし
た。展示物がある瀟洒なレストランをイメー
ジしたものである。
　展示の特徴としては、ケース内照明に工夫
を凝らすことにした。通常の電球色ではなく
赤、青、緑の色を選択して色彩照明の中で資
料がどのように映るかという試みである。こ
れは展示資料が機能していた当時の人々が様々
に変容する自然の光の中でその資料を見てい
たであろうという観点から、夕日の赤、朝暮
の青、草木の緑を象徴したものでもある。ま
た、これら３点には回転台を設置した。当初
は土器を展示することとしたが、土偶や木簡
など様々な資料に対応できるようにしている｡
　露出の１点は県内最大の土器を展示するこ
ととし、間近での観察に重きを置いた。
　ケース内には東北横断自動車道関連遺跡調
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　展示実施設計常設展示室平面図
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査で出土した猪苗代町と磐梯町にまたがる法
正尻遺跡の縄文中期土器を展示し、露出展示
台には天栄村桑名邸遺跡から出土した高さ
75cmの縄文中期土器を展示することとした。
　尚、象徴展示であるためキャプション以外
の解説は一切省いた。
ｂ　「探してみようふくしまの文化財」（検索

システム）

　パソコンを用いて県内遺跡を地図上で検索
するシステムで、手元のタッチパネルを操作
すると壁面の70インチ画面にモニターされる
ようになっている。ソフトは別途発注で北海
道地図㈱に委託した。約14,000件の遺跡と236
件の指定文化財所在地がマーキングされてお
り、内約400件については写真１枚を含む調査
の概要情報が盛り込まれている。25,000分の
１の地図をベースとしている。
　以下の４つの検索方法が設定してある。
　ア　地図からさがす
　イ　学校からさがす

　ウ　どれくらいあるの？
　エ　時代からさがす
　アは全県地図から市町村を選択し、徐々に
地点を絞る検索方法である。イは学校団体で
訪れる利用者が多いという判断から地図に慣
れていない子供でも、市町村名→学校名を入
力することで当該学校周辺の遺跡分布が表示
されるとういう方法である。ウは旧石器から
近代までの時代別遺跡分布が検索できる。エ
は情報登録されている遺跡を時代別・市町村
別に検索できる。
ｃ　「まほろん周辺の文化財」（パネル展示）

　常設展出口、プロムナードギャラリー側の
壁面に設置したもので、まほろんを出て白河
市内の文化財巡りをする人たちへの案内を兼
ねている。白河市、泉崎村、東村、中島村、
表郷村の範囲の指定文化財と歴史関係展示施
設を地図と写真で紹介している。

　展示実施設計常設展示室鳥瞰図

のぞいてみよう　　　みんなの　　　　　白河の歴史　　すばらしき
福島の遺産　　　　　研究コーナー　　　　　　　　　　　文化財の世界

道具のうつりかわり　　　遺跡を掘る
　　　　　　　Ｑ＆Ａコーナー　　　速報コーナー　　　　　　　　　　暮らしのうつりかわり

めぐみの森
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(２) 常設展示室

ａ　「めぐみの森」

　基本設計段階での「導入トンネル」を実施
設計段階で変更したコーナーである。常設展
示室の最初のコーナーであり、いわゆる「導
入」の役割を担うため、以下の点に留意して
構成した。

　ア　全体の展示ストーリーを象徴する内容
であること

　イ　展示室に入りやすい環境であること
　ウ　後に続く文化財に親しみやすい構成に

すること
　まほろん常設展示の中心となるのは勿論出
土文化財である。しかしながら、いきなり土
器や石器をストレートに出すことは「親し

　プロムナードギャラリーと象徴展示

　象徴展示（法正尻遺跡の縄文中期土器） 　まほろん周辺の文化財



―　　―36

１　常 設 展 示

む」という点で逆効果と考えられた。考古学
上重要な土器や石器といえども、一般来館者
にとってその羅列は疎ましいものである。ま
して子供対象の展示では尚更である。遺物の
重要性は茫漠と理解できても解釈方法に不慣
れな段階では「親しむ」ことはできないし、
何より「導入」から難しくては話にならな
い。よって遺物を直接的に展示することは不
向きと判断した。
　床下に遺構を配置してガラス越しに足元を
覗き見るような構成案もあったが、遺構自体
その場で検出されたものならいざ知らず、作
り物では臨場感に欠けるため却下した。遺構
から構造物を想像するのはそれこそ難しい。
　一方、文化財と人間との関係の背景に常に
重要な役割を果たしてきた「自然」をテーマ
としてはどうかという案があり、この方向で
議論を積み重ねた。
　文化財を産み出してきたのは私たちの祖
先、その祖先の暮らしを育んできたのはふく
しまの豊かな自然。その代表格は阿武隈川の
源流のブナの森であろう。天の恵みがブナの
森に蓄えられ、一滴一滴の雫が小さな流れと
なり、やがて大きな阿武隈の流れとなって県
域を貫き、流域の人々の暮らしが支えられて
きた。それは旧石器時代から現代まで変わら
ず、そして未来も変わりはないだろう。中通
りに限らず会津地域のブナの森、あるいは浜
通りの照葉樹林－清冽な水と深い森こそが過
去の人たちの文化を育み、その営みの中で文

化財が産み出され、守り、伝えられてきたの
である。未来のふくしまに生きる人たちも豊
かな自然が損なわれない限り豊かな文化と文
化財を産み出していくであろう。そのために
大切なことは自然に抗わず、自然を守り伝え
ること。文化財に親しみ、文化財を大切にする
心は、豊かな自然の有り様とともに培われる。
観覧者にはこのような自然と文化財と人間の
関係に想いを馳せながら、まほろん常設展示
を観ていただきたいと思い、これらの観点か
ら「導入」はブナの森の実物大レプリカで構
成することとした｡
　また、「まほろん」が建設された土地にもか
つては豊かな森が広がっていた。「めぐみの
森」はかつてこの地にあった豊かな森への贖
罪という意味も付加されている。それは引い
てはかつてふくしまの地にあった気も遠くな
るほど広大な森を傷つけ、切り開き、破壊し
続けて来た長い間の「開発」行為に対する贖
罪の象徴とも言えるのである。
　尚、ブナの森の表現に当たっては、苔生す
倒木から苗木が芽生えているようすを盛り込
むことを指示している。これは人間を含む自
然界の生命の再生を象徴させたかったもので
ある。
　観覧者が一見文化財と脈絡を通じ得ないブ
ナの森に戸惑うことは予想された。しかし、
むしろ別世界への「導入」、あるいは時空間へ
の「導入」という意味では、日常の環境と異
なる「森」という題材は逆に違和感を与えな

 「めぐみの森」縮尺模型の検討  「めぐみの森」小川部分の造作
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いかも知れないと言う思いもあった。
　展示手法はいわゆる「ジオラマ展示」であ
る。まず、建築段階からこのコーナー全体の
スラブレベルを100cm下げておき、床下部分に
小さな水の流れをジオラマで表現することと
した。これを床面の強化ガラス越しに覗き見
るが、予算的な制限もあり、また全面ガラス
張りの床にすると来館者に不安感を抱かせる
との理由から強化ガラスの範囲は６㎡のみと
した。この小川表現の両脇にブナを中心とし
た植生を再現したが、植物の選定と配置及び
レプリカ仕上げ表現等に関する監修は石川町
在住の仲田茂司氏に依頼した。
　資料の取材は天栄村の二岐山で夏に行っ
た。そのため展示の季節設定も夏とした。
　仲田氏によればブナの森の植生階層は、高
層にブナ・トチノキ・カツラ等、中層にハウ
チワカエデ・イタヤカエデ等（これらにヤマ
ブドウ・サルナシ等のツル性植物が絡みつ
く）、低層にエゾユズリハ・ヒメアオキ・ツル

　めぐみの森

シキミ・クマザサ等、最低層のシダ類で構成
されるのが典型例であるとのことで、展示に
当たってもこれらの植物レプリカで構成する
こととした。ブナの幹のみは実物から型取り
をしてレプリカを製作し、その他の植物は見
取りで造作した。
　地面には枯葉や枯枝を敷き詰めたが、これ
は実物を採集して加工処理したものである。
床下の小川に配置した石は大きいものは樹脂
で製作し小さいものは実物を用いた。水表現
は合成樹脂である。
　壁面の背景は鏡や反射フィルムを貼るなど
の案もあったが、取材地で撮影した写真パネ
ルにより奥行きを出すこととした。
　生物も含めて連鎖を表現しようとも考えた
が予算的に叶わず、カエル一匹のみとなり、
縄文人が落としたという設定で石匙１点を目
立たぬよう展示した。時間のある観覧者に探
してもらうものである。
　音響効果として環境音を常時流すようにし
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た。水の流れる音、風の音、枝揺れ、鳥の羽
ばたき、鳥の囀り（カッコウ、コガラ、コゲ
ラ）が収録されている。天井２台、床２台の
スピーカーを設け鳥の囀りと水流音を分別し
て臨場感を持たせている。また、空間演出を
考慮して鳥の羽ばたき音は天井手前のスピー
カーから奥のスピーカーへ移動するように
なっている。
　テーマ表示及び解説は一切設置しなかった｡
ｂ　「暮らしのうつりかわり」

　基本設計では「土器の祭典」というコーナー
であったが、前述したように土器の羅列を避
けたため、どのように土器を見せるかに腐心
した。
　一般観覧者の興味は昔の器そのものではな
く器の中に何が入っていたのか、その器はど
のような場所で使われていたかということで
はないかと考え、時代毎のブースを造りその
中で器がどのように機能していたかを見せる
ことによって結果的に土器に目が行くという
手法を採ってみた。
　また、子供にとっての「昔」は自分の親が
子供だった頃を身近な昔と意識するのではな
いかと考え、「昭和」の食卓をまず紹介し、そ
こから時代を遡上する構成を採った。時代
ブースは「昭和」「江戸」「鎌倉・室町」「奈
良・平安」「古墳」「弥生」「縄文」「旧石器」
の８つに区分した。
　近年、昭和の暮らしを表現したジオラマは
各博物館等で人気を呼んでいる。理由は親が
子に解説できるからと考えられる。この点に
着目し、冒頭に30才から40才代の年齢層が懐
かしむような食卓を設け、ここで親子の会話
環境を作り、農村においては近現代にも引き
継がれている江戸時代の農家の食卓を次に配
置することによって祖父母と孫との会話環境
を作ることとした。展示観覧の冒頭に世代を
越えた観覧者相互の会話環境を形成し、以後
の理解しにくい資料観覧にも会話環境を維持
しながら疑問点の相互抽出が出来るように意
図したものである。つまり静かな環境で資料

を観察するという従来の博物館のスタイルを
脱し、観覧者がワイワイ話をしながら展示を
観ていくというスタイルを目指した仕掛けで
ある。
　各時代ブースではモデルとなる遺構を抽出
し、食卓あるいは台所に相当する一部を三角
形に切り取って部分復元し、なるべく生活感
が出るように各時代の道具を復元配置すると
ともに、復元した器に当時の食事を推定して
盛りつけ、実物資料を併置して露出展示する
という方法を採った。食事の復元は会津若松
市在住の食文化史研究者、平出美穂子氏の協
力を得て、各時代に特徴的な食物素材を抽出
し、その時代の特徴的調理方法を鑑みて適切

 「暮らしのうつりかわり」解説システム

　解説システム機器構成
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と考えられる料理を選定した。全て実物を平
出氏に作ってもらい、これを基にレプリカを
製作した。
　各時代の土器はブース内に露出展示してい
るが、なるべく復元モデルとした住居跡の時
期と合わせるようにはしたものの、単一型式
のみを展示する訳にもいかないため、住居と
土器の時期は必ずしも合致しない。あくまで
ブースはその時代を象徴する住環境的背景素
材と考えており、厳密にある場面を切り取っ
た復元ではないと割り切ることとした。従っ
て縄文後期がモデルの住居に縄文前期の土器
が展示されることもあり得る。
　当初、各時代ブースに付随する戸や窓を開
けた壁面に周囲の景観等を描いた絵を配して
奥行きを出すという計画もあったが、施工段
階で廃案とした。
　各ブース間には小さな展示ケースを配置
し、各時代の小型の遺物が展示できるように
して、主にアクセサリー類を展示している。
　〈昭和〉を除く各ブース前には小型ケースと

　パネル展示〈昭和 人々の暮らし〉

解説文及び解説システムを合体させた什器を
配置している。
　解説文は各ブース150字と短くし、煩雑な解
説は意図的に避けるようにした。
　解説文を補うのが解説システムである。
タッチパネル方式の検索システムで、各時代
毎の情報をこの中に集約している。分類項目
は、時代背景、衣、食、住、祈りの５項目。
各項目内に３から４種の情報を入れている。
システム構成の大凡は38ページの表に示した。
〈昭和 人々の暮らし〉パネル展示

　当初、豊かな自然を象徴する「めぐみの
森」から「暮らしのうつりかわり」のコーナー
へ移る壁面には、自然を破壊してきた「開発
行為」を象徴するような森林開発に関わる写
真パネルを掲げ、両コーナーを繋ぐ計画もあっ
た。しかし、人々の日常の暮らしに焦点を絞
り、子供を中心とした「昭和」の情景などを
組み合わせた写真パネルによって「昭和」の
ブースに繋ぐというソフト路線に切り替える
こととした。




